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省エネルギーセンターの事業 

1)工場、ビル、店舗等の省エネ・CO２削減の支援 

●工場、ビルなどの省エネ診断指導・調査・分析 

●省エネ法、省エネ政策、省エネ技術などの情報提供 

●CO２削減のための対策支援 

2)省エネ機器の普及促進のための情報提供事業 

●省エネラベリングなどによる省エネ機器の情報提供 

●地域における省エネ実践行動の普及 

●展示会（ENEX)などによる省エネ機器の普及 

3)省エネ関連人材の育成・活動の支援 

●教育講座などによる省エネ関連人材の育成 

●地域における省エネ活動の人材育成支援 

●出版による省エネ情報提供 

4)省エネ国際協力 

●専門家の派遣 

●海外研修生の受け入れ 

●アジア省エネルギー協力センター 

●省エネ国際ビジネスとの連携 

5)省エネの専門資格者に係る国家試験

等の実施 

●エネルギー管理士に係る試験・研修 

●エネルギー管理員に係る講習 
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設立      ：1978（昭和53）年10月16日 
常勤役職員数：122名 
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トップマネジメントの重要性 
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出典：コンサルティング業界大研
究（産学社編） 
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経営者の視点：鳥，虫，魚の目 
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鳥の目，虫の目，
魚の目 

経営者は，会社全体を鳥瞰し，現場の本質を見抜き，世の技術の変化を見
つけ先取することが必要。 

コンセプト エネルギー面 

<鳥の目> 高い所から広い範囲を俯瞰し、
会社全体の状況，動向を把
握する。 

エネルギーで全体を分析する。 
 E-SWOT分析，EneCAT分析 
 

<虫の目> 
 

対象と直接関わる情報を五
感（現場での感覚：目，印象，
体感）を活用して見つけ出し，
分析する。 
 

エネルギーの使用実態とその本質
を知る。 
 何のためのエネルギー使用か？  
 判断基準の利用 
  

<魚の目> 
 

世の中の動き，流行などを感
じとる。  

世界の動向、政府の動き 
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アジア地域のエネルギー消費の爆発的増加 

世界のエネルギー需要 １．魚の目 
消費サイド 
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産油国の人口増問題 
１．魚の目 

生産サイドの問題 

サウジアラビアの人口推移 

リヤド市内 

多くの産油国は人口が爆発的に増加。国内消
費が急激に増えている。→日本に石油が回らな
くなる。。。（現在は，高くても買えているが。） 
→省エネ推進は非資源国＋資源国 全世界の
課題である。 
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Source: "Comprehensive Energy Statistics" of 
EDMC/Agency for Natural Resources and 
Energy, estimates of EDMC and the "Annual 
Report on National Accounts" of the Cabinet.  

Primary energy consumption per real GDP 
in Japan 

 日本では，オイルショック以降GDPあたりのエネルギー消費は40％削減したが，この20年間では，そ
の削減程度は低下している。 

 一方，新興国の省エネはかなり進んでおり，日本に追い付いている部門もある。 
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(Petroleum equivalent in tons /JPY trillion) 

Approx. 40% 
improvement 
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日本は省エネ世界No1か？ 

Energy Intensity – Cement Industry 

“インドは日本に追いついた。（セメント）”との認識 （インド高官） 

１．魚の目 
世界の省エネレベル 
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判断基準からみた事業者の省エネ活動状況 問題意識 
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・設備単位での管理標準の遵守状況が不
十分な事業者は多い。特にエネルギー使
用量の低い事業者ではその割合が高い。 

・エネルギー使用量の多い事業者でも，ド
キュメントのメンテという観点からは管理不
足というケースがある。 

判断基準の遵守状況（工場） 判断基準の遵守状況（事業者全体） 

・管理体制はほぼ整備されているが，評
価方法の精査など，実務面の管理がで
きていないケースが多い。 
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省エネ法の実行強化 
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１．魚の目 
 政策 
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管理標準チェックシート 

個票 事業場の記入例 管理指定番号：yyyyyyy 
個票番号 設備又は設備群名 エネルギー使用量(kl) エネルギー使用割合(%) 

  空調用ボイラー（1.5トン/hＸ5台 都市ガス） 1720 26.4  

管理標準整理番号   

１．判断基準遵守状況の評価 
①管理又は基準               

番 号 内容（管理標準・基準の項目名） 設定状況 遵守状況 調査員チェック 備     考 
(2)①ア 空気比     ○ ○       
(2)①イ 基準空気比     ○ ○       
(2)①ウ 蒸気圧、温度の管理および運転時間 ○ △       
(2)①エ 給水管理     ○ ○       
(2)①オ 運転台数     ○ ○       

                 

②計測及び記録   
番 号 内容（管理標準、計測記録項目・実施頻度等） 設定状況 遵守状況 調査員チェック 備     考 

（2）②ア 燃料使用量、蒸気圧、温水温度、残存酸素、排ガ
ス温度 

○ ○     
  

  給水量               

③保守及び点検   
番 号 内容（管理標準・保守点検項目・実施頻度等） 設定状況 遵守状況 調査員チェック 備     考 

(2)③ア 効率維持のための定期保守点検 △ △       
(2)③イ 保温断熱の点検、スチームトラップ点検 ○ ○       
                  

                 

④新設に当たっての措置   
番号 内容（前年度に実施した新設措置） 設定状況 遵守状況 調査員チェック 備     考 

(2)④ウ 

負荷変動幅に
あった小型ボイラ
を設置 

        

  
                

      合  計 ー ー 0 0 0 

２．判断基準の大項目別の評価（調査機関使用欄） 

項目番号 

評価点小
計 

該当判断基準項目数 満 点 重み付け評価点 重み付け満点 

（２）① 0 0 0 0.0  0.0  
（２）② 0 0 0 0.0  0.0  
（２）④ 0 0 0 0.0  0.0  
合 計 0 0 0 0.0  0.0  

工場調査 
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業務部門ベンチマーク制度 １．魚の目 
ビルベンチマーク 
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業務部門ベンチマーク制度 ビルベンチマーク 
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経営者の視点：虫の目 
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２．虫の目 

コンセプト エネルギー面 

<鳥の目> 高い所から広い範囲を俯瞰し、
会社全体の状況，動向を把
握する。 

エネルギーで全体を分析する。 
 E-SWOT分析，EneCAT分析 

<虫の目> 
 

対象と直接関わる情報を五
感（現場での感覚：目，印象，
体感）を活用して見つけ出し，
分析する。 
 

エネルギーの使用実態とその本質
を知る。 
 何のためのエネルギー使用か？  
 判断基準の利用 
  

<魚の目> 
 

世の中の動き，流行などを感
じとる。  

世界の動向、政府の動き 

虫の目：本質からの省エネ 
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エネルギー使用内訳の分析 
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用途別，機器別のエネルギー消費量を調査，分析 

→削減量や対応方法を検討できる 

オフィスビルの例 

出典：省エネルギーセン
ター 

２．虫の目 
 本質を見る 
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エンタルピー（EH）は、熱力学において、雰囲気のﾄｰﾀﾙｴﾈﾙｷﾞｰを示す指標で、 
温度と湿度から構成される。  
空調の役割は、室内雰囲気のエンタルピーを下げること。 
空調の省エネルギーとは、室内雰囲気のエンタルピーを上げること。 

エンタルピーによる省エネルギーの考え方 

  外気           : EH=80kJ/kgDA 

室内雰囲気 :EH=60kJ/kgDA 

△EH=20kJ/kgDA 
空調（ｴｱｺﾝ）の役割 

室内のｴﾝﾀﾙﾋﾟｰを屋外に放熱 

省エネルギー 

事業者様の役割 
(EHの目標を上げる) 

例 

温度 湿度 

エンタルピー（EH） 

エンタルピー
からの省エネ 

p15 

室内雰囲気 :EH=50kJ/kgDA 
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エンタルピーは，湿度の影響度が大きい（下左図）。 
→湿度を上げると省エネ 
一方， 快適性指標PMVは、湿度の変化に比べ、室温の変化の場合が大きい（下右図）。 
→快適性からは温度を上げないのが賢い方向。 
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エンタルピーは，温度よりも湿度の影響が大きい。 

RH:Relative 
humidity 

40
50

60
70

80
9029 28

27
26 25

24 23
22

-1.50

-1.00

-0.50

0.00

0.50

1.00

1.50

PMV

RH（％）Temp　（℃）

空調の賢い省エネ 

→温度を上げず，湿度を上げる方が快適で省エネ 
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       省エネルギー 
       増エネルギー 

空調の設定条件のための省エネチャート  
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それぞれの矢印の長さは、 

エネルギーの変化量を示し
ます。 
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ナンセンス 
我慢・忍耐 

快適 
(PMV良好) 

対策にならない 

室内の状態（温度、湿度）を矢印の方向に変化させた場合、矢印の長さ
は省エネ又は、増エネの値を示す。（現在の室内条件：室温27℃、湿度60％） 

このチャートを使って、快適に過ごせる条件を簡単に理解することが出来る。 

快適空調 

相対湿度(%) 

室
温

（
℃

） 
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空調全体での本質を見極める 
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２．虫の目 
 本質を見る 

機械の運転で効率的な省
エネ 

人間は，快適な範囲で省
エネ 
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省エネルギーセンターが実施したテスト事例 

（冷水出口温度を上げた場合） 
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冷房負荷 (%) 

Water Temp. 6.5℃ 

Water Temp. 8.5℃ 

空調チューニ
ング 

実施例：都内大規模ビル（延床面積20,000㎡） 

実施内容：冷水温度UP、6.5℃→  8.5℃ 

結果 
冷凍機出口の冷水温度を上げた結果、 
冷凍機のCOPが向上し、10～20％の省エ
ネ効果が確認された。 

冷水温度：6.5℃ 

冷水温度：8.5℃ 

COP: 成績係数 =エアコンが作り出す温熱・冷熱量÷消費する電力量 

温度 湿度 PMV ｴﾝﾀﾙﾋﾟｰ 
(KJ/kgAD) 

27℃ 70% 0.71 67.1 

28℃ 60% 0.82 64.4 

27℃ 60% 0.62 61.3 

省
エ
ネ 

この事例と同様に、 

温度は同じで、湿度を上げる
方が、温度を上げるよりも、 
省エネで、PMVも低い値にな
る。 

p19 
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③ ④ 

湿度をコントロールする方法 

エアコンの室内部分では，空気
を冷やすとともに湿度を低下。こ
のエネルギーは膨大。 
→湿度を下げすぎない機械設定
が必要。 

比ｴﾝﾀﾙ
ﾋﾟ 

圧
力 

圧縮 
膨張 

凝縮 

蒸発 

蒸発温度アップ 

飽和蒸気線 

冷凍
サイク

ル 

飽和液
線 

２．虫の目 
 本質を見る 
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＜対象ビル＞ 
 所在地：大阪市 
 延床面積： 80,108㎡ 
 建物用途：事務所 
 空調システム：ビル用マルチ 
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出典：2012年度 省エネ大賞発表資料 

蒸発温度アップの効果（ダイキン殿実証） 
２．虫の目 
 本質を見る 

 蒸発温度：6℃⇒10℃ 
 計測期間：4/1～9/30（冷房） 
 

p21 
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経営者の視点：鳥，虫，魚の目 ３．鳥の眼 
  

コンセプト エネルギー面 

<鳥の目> 高い所から広い範囲を俯瞰し、
会社全体の状況，動向を把
握する。 

エネルギーで全体を分析する。 
 E-SWOT分析，EneCAT分析 
 

<虫の目> 
 

対象と直接関わる情報を五
感（現場での感覚：目，印象，
体感）を活用して見つけ出し，
分析する。 
 

エネルギーの使用実態とその本質
を知る。 
 何のためのエネルギー使用か？  
 判断基準の利用 
  

<魚の目> 
 

世の中の動き，流行などを感
じとる。  

世界の動向、政府の動き 
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4.4 エネルギー計画 

4.2 経営層の責任 

4.2.1 トップマネジメント 4.2.2 管理責任者 

4.3 エネルギー方針 

4.4.2 法的要求事項及びその他の要求事項 

4.4.3 エネルギーレビュー 
4.4.4 エネルギーベースライン 

4.4.5 エネルギーパフォーマンス指標 

4.4.6 エネルギー目的，エネルギー目標及びエネルギーマネジメント行動計画 

4.5 実施及び運用 

4.6 点検 

4.7 マネジメントレビュー 

 
Plan 
計画 
 
 

Do 

実行 

 
Check 
点検 
 

Act 

処置 

 

継
続
的
改
善 
 
 

4.5.2 力量,教育訓練及び自覚 

4.5.3  コミュニケーション 4.5.4 文書 

4.5.4.1文書要求事項 4.5.4.2文書管理 

4.5.5 運用管理 

4.5.6 設計 

4.5.7 エネルギーサービス，製品，機器及びエネルギーの調達 

4.6.1 監視，測定及び分析 

4.7.2 マネジメントレビューへのインプット 

4.7.3 マネジメントレビューからのアウトプット 

4.6.2 法的要求事項及びその他の要求事項の順守評価 

4.6.3 EnMSの内部監査 

4.6.5 記録の管理 
4.6.4 不適合に対する修正，是正処置及び予防処置 

管理責任者 

トップマネジメント 

ISO 50001（省エネマネジメントシステム）の活用 対策 
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ISO50001からみた事業者の省エネ活動状況 

p24 

省エネ大賞の受賞企業なかでも省エネ20%以上を達成した事業者の活動内容を，ISO50001の要求
事項に従って整理すると，エネマネの作法に事業環境をうまく反映した取り組みを行っている。 

３．鳥の目 

ISO50001要求事項 Y社 D社 P社 T社 

4.2  経営層の責任 
（管理体制） 

省エネ部会 セクターごと管理企
画推進者 

グローバル環境委
員会 

省エネ対策部会、工場
省エネ部会 

4.3 エネルギー方針・目
標 

節電、高効率化と
平準化 

スマートエコプロ
ジェクト、CO2排出目
標 

人と地球にやさしい
環境、CO2排出量
ピークアウト 

環境貢献とシンボリック
ファクトリー、CO2排出
量目標 

4.4 エネルギー計画 

4.4.3 エネルギーレ
ビュー 

エネルギー消費割
合、動力・空調 

電着塗装工程 塗装プロセス 
 

焼成窯 

4.4.5 ベースライン 2010年度 2005年度 2007年度 旧工場1990年度 

4.4.5 EnPI エネルギー消費量、
生産高原単位、 

売上高原単位 エネルギー使用量 エネルギー使用量 
 

4.5  4.5.2 力量教育訓練 座学、OJT、省エネ
人財 

事例の活用 

4.5.3 コミュニケー
ション 

改善事例 

4.5.4 文書化 事例シート 省エネ改善事例集 

4.6  4.6.1 監視・計測・分
析 

待機電力大きい設
備停止 

FEMS活用 電力見える化、電力
ピークへの対応 

エネルギーの使用状況
の見える化 
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・エネルギー種類別では電力が89%を占め、電力削減が省エネの鍵 
・残り11％の燃料の大半は金属部品製造課で使用、生産変動への対応やエネルギーロスの削減
が課題。 

・用途別では動力についで照明・空調の割合が高く、操業から40年近くたった老朽設備の更新が
課題。 

・非生産時の電力消費が多く、待機電力を測定したところ、520kWと多かった。 

25 
エネルギー消費割合  

電
力

灯
油

Ａ
重
油

Ｌ
Ｐ
Ｇ

合
計

金属部品
製造課

24% 3% 3% 3% 33%

樹脂部品
製造課

39% 1% - - 40%

機能部品
製造課

12% - - - 12%

部品供給
ライン

5% - - - 5%

製造所
共通

4% - - - 4%

その他 5% 1% - - 6%

合 計 89% 5% 3% 3% 100%
0%

20%

40%

60%

80%

100%

用途別 種類別 ライン別

エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
割
合

電力

89%動力

64%

エアー 9%

照明

17%

空調10%
灯油 5%

LPG 3%

A重油 3%

金属部品

33%

樹脂部品

40%

機能部品

12%

部品供給 5%

共通 4%

その他 6%

ISO50001 4.4 エネルギー計画  4.4.3 エネルギーレビュー 
３．鳥の目 
Y社の例 
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エネルギーフロー 
見える化 

省エネ管理支援ツールEne-CAT 

設備管理（管理標準） 
（50シート) 

省エネ量計算 
（200-300シート) 

改訂：

判断基準

番号

2(2-2)①ウ

2(2-2)①エ

運

転

管 2(2-2)①オ

理

2(6-1)①ア

2(6-1)①イ

2(6-1)①ウ

2(6-1)①カ

計

測 2(2-2)②イ

記

録 　

2(6-1)②

2(2-2)③ア

保 2(2-2)③ウ

守

点 2(5-1)③ア

検

2(6-1)③ア

2(6-1)③イ

新

設 2(2-2)④ウ

措

置 2(6-1)④

・複数台の制御は極力、

負荷に合わせた単独運転

を実施する

・冷水の往還温度差
が5℃以上になるよう

台数を調整する

1.特定機器に該当する場合は、製造事業者等の判断の基準に規定する基
準エネルギー消費効率以上の効率のものの採用を考慮

　(1)圧縮機,動力伝達部、ファン軸受、ファンモータおよび電動機に
   おける機械損失を低減するよう保守点検

(1) 個別機器の効率及び設備全体の総合的な効率の改善に必要な事項
    の計測記録

(1)電動機の電圧、電流　

１．冷凍設備

(1)熱源設備の保守点検

①フィルタの清掃・交換、凝縮器のスケールの除去、冷媒の点検

2.負荷変動に対する調整し易い設備の導入を考慮

  (2)流体の漏洩を防止し、流体を搬送する配管の抵抗を低減するように保守点検

１．冷凍設備

    ・冷媒の蒸発圧力・凝縮圧力・冷水温度と流量・冷却水温度と流量等

２．電動力応用

２．断熱・保温

(1) 保温断熱部の点検

３．電動力応用

②ファン及びコイルの清掃、ダンパの点検

(2)自動制御、シーケンスの点検

運転管理

マニュアル

記録簿

保守点検

マニュアル

記録簿

承認

・夜間、休日の停止

・項目、頻度

・1回／月

・1回／月

作成

・夏期(7，8月）

・中間期(7,8月以外）

冷水:10℃,冷却水:25℃

・項目、頻度

・1回／年

１．目的

　このエネルギー管理標準は、省エネルギー法第4条並びに告示「判断基準」に基づき、運転管理、計測記録,

  保守点検、新設措置を適切に行い、エネルギーの使用の合理化を図ることを目的とする

２．適用範囲

  当工場等に設置された電動ターボ冷凍機、チラーに適用する。

項目 内　　　　容 管理基準

省エネルギー法に基づく

エネルギー管理標準 「電動ターボ冷凍機、チラー」管理標準（例）
整理番号：Ｔ-２

頁：1/1

参照

マニュアル

１．冷凍設備

(2)複数の機器で構成されている場合は、外気条件の季節負荷変動等に
   応じ稼働台数の調整、稼働機器の選択により総合的なエネルギー効率
   の向上を図る。

(1)空調を構成する機器の個別効率と総合的な効率を向上するため、季節
   別に冷水温度や冷却水温度等の設定を行う。冷却水はなるべく低くす
   る。

冷水:5℃,冷却水:32℃

　(4)周波数(インバータ制御の場合)は負荷量に応じて変動させる

・回転数制御を検討

・負荷に応じて設定

・目標COP:4以上

２．電動力応用設備(ポンプ）

(1)不要時は停止し電気損失を低減 

(2)稼働台数の調整及び負荷の適正配分を考慮する

　(3)負荷に応じ、流体機器の圧力、流量制御（インバータ制御）

(3)熱搬送設備が複数のポンプで構成されている場合、負荷変動等に応じ
   冷水ポンプ、温水ポンプの運転台数の調整又は稼動機器の選択により
   効率の向上をはかる。

・1回／月

・1回／年

制定年月日
承
認

照
査

作
成

実施年月日

改
訂
履
歴

改訂年月日 改訂内容
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補足説明

 1．日負荷線図を作成し、そのグラフから無駄な電力の使い方がないか検討する。

　このグラフの面積が電力量(kWh)に相当する。面積を小さくする取組が省エネとなる。

　無駄な使い方が見つかれば、その使い方を関連部門と協議し、削減する。

10

1.3

2.6⊿C

0.1

千円

I÷⊿Y

kWh/年

⊿O

投資回収

原油換算量

CO2削減量

R 年

I

投資回収

投資金額

　日負荷線図、及びヒアリングより、早朝4時にタイマで投入している炉の起動時刻が早すぎる

　ことが分かった。この起動時刻を1.5h程度遅らせることで、朝のアイドリングタイムの電力量

千円/年

⊿E×He×f0

⊿E×fc

95⊿E×ye

kL/年

t-CO2/年

1年間当たりの削減量

5,000

　20kWh/日の削減が可能となる。

効果
試算

E×N⊿E削減電力量

特記
事項

⊿Y削減金額

0

50

100

150

200

250

300

350

400

450

0時 1時 2時 3時 4時 5時 6時 7時 8時 9時 10
時

11
時

12
時

13
時

14
時

15
時

16
時

17
時

18
時

19
時

20
時

21
時

22
時

23
時

(kW) 日負荷線図

夏期 冬期 中間期

補足説明

年

kWh/年

kWh/年

千円/年

kL/年

t-CO2/年

Q

3.8

25,189

このほかに工事費が掛かります

1,800

1.9効果
試算

特記
事項

投資回収

⊿Q÷COP

年間では省エネであっても暖房時には逆効果となる。

投資金額

投資回収 R

⊿O

136

7,197

削減入熱量

削減電力量

削減金額

1年間当たりの削減量

CO2削減量

⊿Y

⊿Q

千円

⊿E×ye

⊿C ⊿E×fc

原油換算量

⊿E

I÷⊿Y

@9千円/㎡×200㎡、内面貼付I

13.2

⊿E×He×fo

遮光フィルム透明ガラス

(室内)(室外)

ブラインド非使用時：η×SCf

ブラインド使用時 ：η×SCf×SCb

日射負荷

100％

ブラインド

３．鳥の目 
支援ツール 

Energy Conservation 

Assist Tool 

鳥の目 

虫の目 

虫の目 

管理標準.xlsm
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プロセス全体のエネルギーフローとマスフローの考え方 

機器単体や工程の歩留まりそれぞれの視点だけなく，エネルギーフロー，マスフロー， 

クロスフローを総合的に鳥瞰し，最適なオペレーションを行うことが重要。                              

エネルギーフロー
評価ツール 

Ene-CAT(ビル用） 

電力会社の購入
電力費用(千円) 64,938

電力量(千kWh) 3,436 燃料の購入
(重油,都市ガス,灯油等) 燃料費用(千円) 155,324

エネルギー量(kL) 2,423

変圧器

有効率(％)

98%

電力量(千
kWh)

3,436
吸収式冷凍機

燃料
(kL) 

512

有効率(％) 94.5%

ボイラ 燃料(kL) 40.9424

有効率(％) 69.5%

ユティリティー

(変換設備）

(建屋設備)

空気調和器

（エアハン）

有効率(％) 95.0%

電力量(千

ｋWh)
323

用水設備

電力量

(千kWh）
10

有効率(％) 80%

建屋区分

執務室・会議室

供給エネルギ

ー(ｋＬ)
177

食堂・厨房
供給エネルギ

ー(ｋＬ)
736

廊下・機械室等
供給エネルギ

ー(ｋＬ)
209

サーバ室

供給エネルギ

ー(ｋＬ)
5

ロス率(％) 0.000%

投資金額(千円) 0

改善率(％) 0.5078

エネルギー費用(千

円）
220,262

エネルギーの使用効率（全体)

個別空調 換気設備 個別空調事務機器

調理機器 サニタリー設備 サーバ類

冷凍冷蔵庫

コージェネレーシ

ョン
燃料
(kL) 

141

有効率(％) 45.4%

昇降機

有効率(％) 80.0%

電力量

(千kWh) 
75

照明設備

電力量

(千kWh)
30

20150707 省エネルギーセンター
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改訂：

判断基準

番号

・夏期(7，8月）

2(2-2)①ウ

・中間期(7,8月以外）

2(2-2)①エ

運

転

管 2(2-2)①オ

理

2(6-1)①ア

2(6-1)①イ

2(6-1)①ウ

2(6-1)①カ

2(1)①ア

2(1)①イ

2(1)①ウ

省エネルギー法に基づく 整理番号：K-２
エネルギー管理標準 「吸収冷温水機」管理標準（例） 頁：1/1

1.冷凍設備 運転管理

(1)空調を構成する機器の個別効率と総合的な効率を向上するため、季節
   別に冷水温度や冷却水温度等の設定を行う。冷却水はなるべく低くす
   る。冷水温度は製品に悪影響を与えない範囲で設定する。

冷水:5℃,冷却水:32℃ マニュアル

１．目的

　このエネルギー管理標準は、省エネルギー法第4条並びに告示「判断基準」に基づき、運転管理、計測記録,

  保守点検、新設措置を適切に行い、エネルギーの使用の合理化を図ることを目的とする

２．適用範囲

  当工場等に設置された吸収冷温水機に適用する。

項目 管理規定 管理基準
参照

マニュアル

(3)熱搬送設備が複数のポンプで構成されている場合、負荷変動等に応じ
   冷水ポンプ、温水ポンプの運転台数の調整又は稼動機器の選択により
   効率の向上をはかる。

・目標COP:4以上

2.電動力応用設備(ポンプ）

・夜間、休日の停止(1)不要時は停止し電気損失を低減 

冷水:10℃,冷却水:25℃

・複数台の制御は極力、
負荷に合わせた単独運転
を実施する

A001-025

・冷水の往還温度差
が5℃以上冷凍機能力

の7割以上

(3)負荷に応じ、流体機器の圧力、流量制御（インバータ制御） ・回転数制御を検討

(4)周波数(インバータ制御の場合)は負荷量に応じて変動させる ・負荷に応じて設定

(2)複数の機器で構成されている場合は、外気条件の季節負荷変動等に
   応じ稼働台数の調整、稼働機器の選択により総合的なエネルギー効率
   の向上を図る。

(2)稼働台数の調整及び負荷の適正配分を考慮する。負荷量の目安と
   して冷水の給水と還水の温度差と流量をみて、冷凍機全体の能力
   が一定以上をキープする事

3.燃料の燃焼管理

(1)ボイラの空気比

(2)複数のボイラの燃焼負荷の調整

(3)待機時間でのロス低減、燃焼負荷の最適化による効率向上

 ①負荷率50～100％の場合の空気比を設定 ・空気比：1.3

 ②別表第1(A)(1)の区分に該当するものは表記載の基準値を遵守 ・2回/年に外部委託

P 28 

Ene-CAT：管理標準の基準値の見直し 

空気比 
1.3ではなく， 
1.2としたら？ 

冷却水温度 
32℃ではなく， 

もっと下げたら
省エネ量は？ 

管理値/管理規定を見直すことで省エネになる!! 

管理標準の活用 
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Ene-CAT：管理値変更による省エネ量の計算 

説明

燃料削減率 (排ガス温度240℃）

図1. 排ガス酸素濃度と空気比（A重油）

年

千円/年

0.8

150
効果
試算

L/年燃料削減量 F1－F2 1,647

1年間当たりの削減量

投資回収 R I÷⊿Y

⊿F

原油換算量 ⊿O

　図2. 空気比と燃料削減率（A重油）

投資金額 I 125 千円

投資回収

⊿F×Hh×fo 1.7 kL/年

削減金額 ⊿Y ⊿F×yf

1.40 

1.6 

0

1

2

3

4

5

1.0 1.2 1.4 1.6 1.8 2.0
燃

料
削
減

率
(
%
)

空気比

7.9 

1.60 

6.0 

1.40 

1.0

1.2

1.4

1.6

1.8

2.0

0 2 4 6 8 10 12

空
気

比

排ガス酸素濃度(%)

省エネ量の計算ロジックは200種類以上あり 
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省エネ計算 
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管理標準の管理値の見直しによる省エネ 

目標を達成するには対象とする機器を特定し，その管理標準の管理値を改善し
ていくことが基本。この結果を集計し最終目標値をシート上で確認できる。目標
値に足らない場合は，さらに管理標準の管理値を見直す。 
→これの繰り返しで，省エネ目標量の精度のアップ，引き上げを図っていく。 

省エネ目標対策支援
ツール 

省エネ量の合計  
  ○○ｋＬ 
省エネ率  
  ○○％ 
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まと め 
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１．最近の日本の省エネ速度は，停滞気味。省エネを推進するため
には，経営者は，会社全体を鳥瞰し，現場の本質を見抜き，世のト
レンドの変化を見つけ先取すること（鳥，虫，魚の目からのアプロー
チ）が必要。 

２．優秀な省エネ事業は，省エネPDCAサイクルをシステマティックに
実行している。このようなPDCAを支援するツールとして，省エネル
ギーセンターはEne-CATを開発した。省エネ人材が潤沢でない事業
者では，特に有効と考えられる。 

 石油資源の乏しい日本においては，省エネ活動は基本的な義務
と言える。 


